


方法:

全国 7施設において、前年度作成した共通プロトコールに従い、平成 6年 3月小学校入学

予定の極小未熟児の就学前発達検査をおこなった。診断はプロトコールに記載されている

AxiS の基準に従って行なった。なお、学習障害リスク児については、IQ が 70 以上で、動

作性 IQ と言語性 IQ の差が 15 以上あったものと、視連動機能障害や、認知障害を認めた

ものとした。そして、各施設における検査結果をまとめた。

対象:7 施設において、検査したのは 239 名である。

結果:(表 1、2)

表 1 に各施設における検査結果を Axis1、2 に従って括めた。これを Axis1、2 でまとめた

のが表 2である。

239 名を検査し、脳性麻痺 19(7.9%)、不器用 20(8.4%)、微細運動障害 84(35.1%)、精神遅

滞 43(17.9%)、境界 42(17.5%)、学習障害リスク群 78(32.6%)、IQ85 以上 115 名(48.1%)、

検査項目に 1つも境界、異常を認めない完全に正常 68(28.5%)である。

明らかな障害児が約 25%、完全に正常が三分の一で残りは境界か、知能が正常でも学習障

害リスク群である。


